
 

 

第11回 パネル調査・カンファレンス 

【主催】：公益財団法人 家計経済研究所 

【共催】：慶應義塾大学・大阪大学・一橋大学各GCOE、東京大学社会科学研究所 

日時：2011年12月21日(水) 11 :00～15 :30  

会場：ホテルグランドヒル市ヶ谷２F  白樺西  

【お申し込み・お問い合わせ】 公益財団法人 家計経済研究所 

電話 03(3221)7291      FAX  03(3221)7255 

E-mail  info@kakeiken.or.jp     URL  http://www.kakeiken.or.jp/ 

 参加をご希望の方は、事前に

ご登録をお願いします。 

午前の部

11:00～11:05 開式の辞 江崎　芳雄（公益財団法人　家計経済研究所）

11:05～11:40 「最低賃金の引き上げの経済効果―パネルデータ分析」

11:40～12:15 「Obsessed with being thin: time discounting and subjective evaluation of being obese」

花岡 智恵（大阪大学社会経済研究所）

12:15～12:50 「全国家族パネル調査（NFRJ-08Panel）にみる家族の変容過程」

12:50～14:05

午後の部

14:05～14:40

有田 伸（東京大学社会科学研究所） 

14:40～15:15

15:15～15:25 「総 括」

樋口　美雄（慶応義塾大学商学部）     

15:25～15:30 閉式の辞　 江崎　芳雄（公益財団法人　家計経済研究所）

司会：　坂本　和靖（慶應義塾大学大学院経済学研究科）

佐藤 一磨（明海大学経済学部）

西野 理子（東洋大学社会学部）

坂口 尚文（公益財団法人 家計経済研究所）

　　＜昼休み＞

司会：　村上　あかね（桃山学院大学社会学部）

「変化の向き・パターンと非変化時の状態の違いを考慮した固定効果モデルの可能性」

「パネルデータでみる女性のライフコース」


